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政府は，観光を日本の力強い経済を取り戻すための重要な成長分野と位置づけており，「観光ビジョン

実現プログラム 2016」では，道路に係る様々なニーズや課題に対し，国，地方，民間等が連携した協議

会を設置し，地域固有の魅力の更なる向上策を展開する取り組みや，ビッグデータを活用し，既存の道路

空間を賢く使い，渋滞対策を強化する取り組みを推進することとしている． 

観光交通は低頻度の非日常交通であり，定点観測調査やアンケート調査で実態を精度良く分析・把握す

ることに限界があったが，近年の ICT の進展に伴うビッグデータの充実により，観光客の動態把握への取

り組みが進みつつあり，ETC2.0 プローブ情報についても観光分野への活用が期待されている．本稿は，

ETC2.0プローブ情報を利用した，茨城県内の観光交通の分析手法および結果について述べる． 
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1. はじめに 

 

観光立国の実現のため，政府一丸となった観光施策 1)

が推進される中，観光交通の分析・把握についても，そ

の重要性が増している．観光交通は低頻度の非日常交通

であり，分析の対象となるデータの取得が困難とされて

きた．しかしながら，近年の ICTの進展に伴い，携帯電

話の位置情報や SNS の書き込み等のビッグデータを観

光交通の分析・把握のための基礎情報として活用する可

能性の検討がなされている 2) 3) 4) 5)． 

国土交通省が中心となり収集している「ETC2.0 プロ

ーブ情報」は ETC2.0 車載器を搭載した車両の位置に関

する時系列データ（位置情報）であり，車両の経路把握

等が可能という特徴 6)を有しており，観光交通の分析・

把握への活用が期待されている．国土技術政策総合研究

所（以下，国総研）では，ETC2.0 プローブ情報の観光

関連指標への活用に向けた研究を行っている 7) 8)． 

そのような中，茨城県では，平成 31 年の茨城国体や

平成 32 年の東京オリンピック・パラリンピックを控え，

今後，多くの来県者が見込まれることから，県内の観光

地を円滑に周遊できるよう，周遊ルート上の道路の課題

をビッグデータの活用により抽出し，様々な専門的見地

から検討を行い，ハード・ソフト対策の実施計画となる

アクションプランを策定するため，国・地方・民間・学

識者からなる「いばらき広域観光周遊ルート魅力倍増ア

クションプラン策定委員会（以下，委員会）」を平成

29年 6月に設置した 9)．委員会において，国総研はメン

バーとして参加し，ETC2.0 プローブ情報を用いて茨城

県内の観光交通分析を行った． 

観光行動分析における ETC2.0 プローブ情報を用いた

既往研究 8)として，田中らは，筑波山地域を対象に観光

客の利用経路，主要観光地の到着時間・滞在時間等，分
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析を行っているが，出発地や，主要観光地の前後の立ち

寄り箇所，周遊パターンの集約については可能性を示す

に留まっている．  

本稿では，茨城県内の観光交通分析について，県内，

県外からの観光客を推定し，県内外からの観光客別に，

利用経路，主要観光地の滞在時間，前後立ち寄り箇所，

周遊パターン等について分析した結果を述べる． 

 

 

2. 観光交通分析における ETC2.0プローブ情報の

分析手法 

 

(1) ETC2.0プローブ情報の概要 

ETC2.0プローブ情報は，市販のETC2.0車載器を搭載

した車両が，道路管理者（国土交通省等）が管理する，

高速道路や直轄国道等に設置されている路側機と無線通

信を行うことによって収集される情報であり，基本情報

（車載器の情報等），走行履歴（位置情報等），挙動履

歴（速度，加速度等）から構成される（図-1）．なお，

ETC2.0 プローブ情報は，プライバシー保護の観点から，

エンジン on/off から一定範囲のデータは収集されないこと，

車両に割り振られる ID が日毎に変化するため日をまたいだ

経路分析ができないこと，個人属性（性別，年齢等）は不明

であること等が留意点として挙げられる．さらに，ETC2.0

プローブ情報は，ETC2.0車載器に蓄積されたデータを

路側機が吸い上げるというデータ収取方式であり，

ETC2.0 車載器の走行履歴蓄積容量（高速道路で約 80km，

一般国道で約 50km程度）を超えるとデータは上書きさ

れ，最寄りの路側機まで遠い地域のデータ量に欠損が生じる

可能性がある．

 

図- 1 ETC2.0プローブ情報の概要 

 

(2) 分析対象地域の概要 

委員会において，主要観光地及び観光周遊ルートとし

て，奥久慈，筑波山，ひたちなか，大洗・那珂湊の 4地

域を選定しており，国総研は，この 4地域について観光

交通分析を行った．本稿では，奥久慈を対象地域とした

分析について述べる． 

分析対象地域の奥久慈は，茨城県の北部に位置してお

り，主な観光地，観光資源としては，袋田の滝や袋田温

泉，竜神大吊橋などがあり，観光事業者及び民間バス事

業者が多くの観光ツアーを実施している．また，観光周

遊ルート上の道路の課題の 1つとして，観光シーズンに，

観光交通が集中することによる国道 118号での渋滞が挙

げられる． 

 

(3) 分析対象期間 

分析対象期間は，観光シーズンであるゴールデンウィ

ーク期間（平成 28年 4月 29日～5月 5日，平成 29年 4

月 29日～5月 7日）と紅葉時期（平成 28年 11月の土日

祝日）とした． 

 

(4) 分析条件 

上述のとおり，ETC2.0プローブ情報はエンジン on/off か

ら一定範囲のデータは収集されないため，車両の立ち寄り

箇所を正確に把握することは難しい．そこで，立ち寄り

の条件として，立ち寄り対象施設（駐車場）から半径１

km以内に 30分以上滞在した車両を観光来訪車両と定義

した．なお，奥久慈の主要観光地である袋田の滝への来

訪車両は，県道 324号から半径 1km 以内に 30分以上滞在

した車両とした（図-2）． 

 

図- 2 来訪車両の定義 

 

 

3. ETC2.0プローブ情報を用いた分析結果 

 

(1) 利用経路に関する分析結果 

利用経路に関する分析結果を図-3に示す．袋田の滝に

来訪した車両の来訪経路は，ゴールデンウィーク期間，

紅葉時期ともに国道 118号（南側）の利用が最も多い．

また，同一車両の往路と復路の利用経路に着目すると，
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国道 118号（南側）のみを利用している経路が最も多い

ものの，約 60％の車両が往路と復路で異なる経路を利

用しており，周遊を行っている状況が読み取れる（表-

1）． 

 

図-3  袋田の滝の滞在車両の利用経路 

（ゴールデンウィーク期間来訪時） 

 

表-1 往路と復路の利用路線 

 

 

(2) 発地に関する分析結果 

発着地に関する分析結果を表-2に示す．対象期間に袋

田の滝に来訪した車両の多くは，県外より来た車両（県

外来訪車両）であり，ゴールデンウィーク期間では全車

両の 72.2％，紅葉時期では全車両の 79.6％を占めている． 

 

表-2  袋田の滝への来訪車両の発着地

 

 

 (3) 滞在時間および到着時間に関する分析結果 

滞在時間および到着時間に関する分析結果を表-3に示

す．袋田の滝における滞在時間は，ゴールデンウィーク

期間，紅葉時期の県外来訪車両，県内来訪車両ともに，

1～2 時間が最も多く，次いで 2～3時間が多い．また，

到着時刻については，県外来訪車両は 9時頃から，県内

来訪車両は 13 時頃から分布が多くなっており，県外来

訪車両のほうが到着時刻が早い傾向がある．ゴールデン

ウィーク期間においては，到着時刻の早い車両の長時間

の滞在が見られたが，紅葉時期においては，到着時刻に

よらず，滞在時間はおおむね 1～2時間または 2～3時間

であった．  

 

表-3  到着時間別滞在時間分布

 

 

(4) 前後立ち寄り箇所に関する分析結果 

前後立ち寄り箇所に関する分析結果を表-4に示す．ゴ

ールデンウィーク期間における，袋田の滝来訪者の他の

施設への立ち寄り実施車両割合は，県外来訪車両は
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85％，県内来訪車両は 65％であり，県外来訪車両の方

が高い傾向が見られる．また，県外来訪車両は袋田の滝

の滞在後に他の施設への立ち寄りを多く実施しているが，

県内来訪車両は滞在前後で同じ割合となっている．また，

県外・県内来訪車両ともに，袋田の滝の訪問前後に大子

町内に滞在する車両が多く，道の駅などの観光施設・飲

食店に立ち寄っていることが想定される．県外来訪車両

は竜神大吊橋への立ち寄りも多い． 

紅葉時期における，袋田の滝来訪者の他の施設への立

ち寄り実施車両割合は，県外・県内来訪車両ともに

80％程度である．また，県外・県内来訪車両ともに袋田

の滝の滞在後に他の施設への立ち寄りが多い．また，県

外・県内来訪車両ともに，袋田の滝の訪問前後に大子町

内に滞在する車両が多く，県外来訪車両は竜神大吊橋へ

の立ち寄りも多い（図-4）．県内来訪車両は，かみね公

園，かみね動物園，りんご園といった県外来訪車両が立

ち寄っていない箇所への立ち寄りも見られる（図-5）． 

 

表-4  袋田の滝に滞在した車両の県内立ち寄り実施状況 

 

 

 

 

図-4  袋田の滝来訪後の立ち寄り箇所（県外車両） 

 

図-5 袋田の滝来訪後の立ち寄り箇所（県内車両） 

 

(5) 周遊パターンに関する分析結果 

周遊パターンに関する分析結果を表-5に示す．観光客

の周遊パターンについて，類似度の高い滞在行動を集約

化した．サンプル数が不十分だったため，県外・県外の

分けを無くし集計したところ，袋田の滝来訪者の周遊パ

ターンとして最も多いのは，「袋田の滝→大子町→竜神

大吊橋」とその逆パターンであり，立ち寄り実施車両の

中でそれぞれ 1割を占めている（表-5）． 

 

表-5  袋田の滝来訪者の周遊パターン 

 

 

 

4. おわりに 

 

本稿では，ETC2.0 プローブ情報を用い，茨城県奥久

慈を対象とした観光交通の分析・把握について述べた．

分析の結果，奥久慈への観光交通の利用経路や滞在時間，

周遊パターン等を把握することができた．  

本分析結果をもとに，委員会において，奥久慈地域に

おける観光周遊ルート上の道路の課題の 1つである国道

118 号での渋滞について，案内板の設置，所要時間・観

光施設情報の提供といった情報発信強化により，国道
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118 号の交通の空間的・時間的分散を図ることを対策案

として策定した．本分析により，袋田の滝への観光交通

が往路・復路とも国道 118 号に集中していること（表-

1），到着時刻が遅いこと（表-3）が示されたため，具

体的な対策案としては，県道 33 号や国道 461 号上の観

光地情報の提供による周遊・迂回ルートの利用促進や，

出発時間の前倒しによる渋滞回避が挙げられる． 

今後は，ETC2.0 プローブ情報を用い，対策案の効果

を検証していく予定である．ETC2.0 プローブ情報は，

観光交通の分析・把握に有効なデータであるが，観光客

の意識や行動の動機といった質的情報を把握することは

できない．今後の効果検証では，何らかの補完的な調査

を別途実施し，ETC2.0 プローブ情報と組み合わせて分

析していくことが考えられる．補完調査の手法や規模，

妥当性については今後，検討が必要である． 
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